
紹
　
介

秋
山
進
午
著

『
東
北
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』

　
中
国
遼
寧
省
か
ら
内
蒙
古
中
南
部
に
か
け
て
の

地
域
は
、
戦
前
よ
り
日
本
の
考
古
学
者
が
踏
査
・

発
掘
を
手
が
け
た
場
所
で
、
い
わ
ば
日
本
に
お
け

る
中
国
考
古
学
の
端
緒
と
な
っ
た
地
域
で
あ
る
。

大
先
達
が
戦
中
の
困
難
な
時
期
に
行
わ
れ
た
調
査

は
、
東
方
考
古
学
叢
刊
ほ
か
の
大
著
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
考
課
学
が
本
来
的
に
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
礎
と
す
る
学
問
で
あ
る
こ

と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
、
今
日
ま
で
重
要
な

基
礎
文
献
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
第
二
次
大
戦
後
、
中
国
に
お
い
て
日

本
人
考
古
学
者
に
よ
る
現
地
調
査
が
困
難
な
時
，
期

が
長
く
続
き
、
九
〇
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
そ

の
端
緒
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
九

〇
年
代
後
半
に
は
多
く
の
中
日
共
同
調
査
団
が
結

成
さ
れ
、
雪
国
各
地
で
共
同
調
査
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
本
書
著
者
秋
山
進
午

氏
は
早
い
段
階
よ
り
フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
国
東
北
地

区
に
定
め
、
九
〇
～
九
二
年
に
遼
寧
省
、
九
五
年

～
九
七
年
に
は
内
蒙
古
自
治
区
に
お
い
て
、
測
量

お
よ
び
発
掘
調
査
を
現
地
研
究
所
と
共
同
で
実
施

さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
遼
寧
省
で
の
遺
跡
測
董
調

査
・
出
土
資
料
調
査
の
成
果
は
す
で
に
『
東
北
ア

ジ
ア
の
考
古
学
研
究
一
日
中
共
岡
研
究
報
告
書

1
』
、
『
東
北
亜
細
亜
考
古
学
研
究
一
中
日
合
作
研

究
報
告
書
臨
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
内
蒙
古

自
治
区
と
の
共
同
研
究
成
果
は
現
奄
刊
行
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
本
書
は
、
著
者
が
現
地
調
査
を
重
ね
た
中

国
東
北
地
方
に
関
す
る
論
考
を
体
系
的
に
整
理
し

た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
導
論
と
そ
れ
に
つ
づ

く
四
部
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

　
叢
論
で
は
、
本
書
が
対
象
と
す
る
「
東
北
ア
ジ

ア
」
に
お
け
る
新
石
器
文
化
の
様
相
を
概
観
す
る
。

ま
ず
、
新
石
器
時
代
の
様
相
を
黄
河
流
域
・
長
江

流
域
・
東
北
地
方
の
三
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ら
三

地
域
の
違
い
が
生
産
形
態
の
相
違
か
ら
生
じ
た
文

化
様
相
の
違
い
を
反
映
す
る
も
の
と
す
る
。
さ
ら

に
玉
器
形
態
と
そ
れ
を
使
用
し
た
祭
祀
の
相
違
も
、

こ
の
三
地
域
区
分
に
合
致
す
る
こ
と
を
示
し
な
が

ら
、
東
北
地
方
の
文
化
的
特
質
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　
以
下
本
論
は
、
新
石
器
文
化
の
最
古
段
階
に
あ

た
る
興
隆
窪
文
化
か
ら
、
遊
牧
民
族
が
蹟
麗
し
た

三
世
紀
こ
ろ
ま
で
の
様
相
を
順
に
ま
と
め
て
い
る
。

第
　
部
「
赤
峰
紅
山
考
古
研
究
」
は
東
北
地
区
の

新
石
器
文
化
の
特
質
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
ご
と
に

詳
述
し
た
も
の
、
第
　
　
部
「
菓
北
ア
ジ
ア
文
明
の

源
流
」
で
は
夏
家
店
下
騒
文
化
を
、
第
三
部
「
東

北
ア
ジ
ア
青
銅
器
文
化
の
発
達
」
は
つ
づ
く
夏
家

店
上
層
文
化
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
第
四
部
「
中
国

北
方
民
族
文
化
研
究
」
に
は
青
銅
器
時
代
以
降
の

論
考
が
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
既
発
表
の
論
考
を
中
心
に
数
章
に
分

け
て
掲
載
し
て
い
る
が
、
本
書
の
大
き
な
特
徴
は

著
者
が
一
九
九
〇
年
代
に
お
こ
な
っ
た
現
地
調
査

の
結
果
を
ふ
ん
だ
ん
に
採
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
、

現
地
踏
査
・
遺
物
調
査
報
告
を
兼
ね
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
部
・
各
章
の
遺
跡
紹

介
あ
る
い
は
遺
物
紹
介
は
、
単
な
る
報
告
書
の
抜

粋
に
と
ど
ま
ら
ず
、
著
者
の
観
察
結
果
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
特
色
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
部
分

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
第
一
部
で
は
興
隆
窪
文
化
か
ら
紅
山
文

化
ま
で
を
中
心
に
三
章
に
分
け
て
論
ず
る
が
、
と

く
に
興
隆
窪
文
化
の
査
海
遺
跡
・
白
音
長
尻
遺

跡
・
興
隆
窪
遺
跡
、
そ
れ
に
紅
山
文
化
の
牛
河
梁
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遺
跡
な
ど
、
現
在
の
と
こ
ろ
概
報
の
断
片
的
な
情

報
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
主
要
遺
跡
に
つ
い
て
、

現
地
踏
査
の
結
果
を
紹
介
し
断
片
情
報
を
補
い
な

が
ら
、
そ
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
第
二
部
は
、
九
〇
～
九
二
年
の
三
年
度
に
わ
た

り
実
施
さ
れ
た
、
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
と
の

共
同
調
査
の
う
ち
、
凌
源
城
子
山
城
塞
遺
跡
測
蚤

調
査
と
関
連
遺
跡
出
土
遺
物
調
査
に
関
す
る
成
果

を
紹
介
す
る
。
本
書
中
で
最
も
調
査
報
告
的
性
格

を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
単

な
る
城
子
山
城
塞
遺
跡
調
査
報
告
で
は
な
く
、
そ

の
他
の
夏
家
店
下
層
文
化
城
塞
遺
跡
の
踏
査
結
果

も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
夏
帯
店
下
層
文
化
の
城
塞
論

お
よ
び
住
居
論
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

　
第
三
部
で
は
、
著
者
が
一
九
六
〇
年
代
終
わ
り

に
発
表
し
た
「
申
国
東
北
地
方
の
初
期
金
属
器
文

化
の
様
相
一
考
古
資
料
、
と
く
に
青
銅
短
剣
を

中
心
と
し
て
…
」
（
㎎
考
古
学
雑
誌
騙
五
三
－
四
、

五
四
1
～
・
四
）
を
基
礎
に
据
え
、
九
〇
年
代
に

行
っ
た
実
見
実
測
調
査
を
網
羅
的
に
紹
介
し
な
が

ら
、
論
旨
の
補
強
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
な
か
で

も
、
遼
寧
東
部
の
青
銅
短
剣
が
実
用
品
で
な
い
こ

と
を
示
し
た
点
、
内
蒙
古
呼
倫
貝
爾
出
土
の
短
剣

二
件
の
性
格
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
点
な
ど
は
、

実
見
調
査
の
重
要
な
成
果
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
書
の
特
徴
を
ご
く
簡
単
に
ご
紹
介
し

た
が
、
と
に
か
く
全
編
に
わ
た
り
現
地
調
査
を
重

視
す
る
姿
勢
が
～
心
し
て
み
ら
れ
る
。
戦
後
、
日

本
人
考
古
学
者
が
長
い
間
現
地
調
査
を
行
う
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
中
国
考
古
学
研
究
に
お
い
て
は
、

現
在
で
も
報
告
書
な
ど
い
わ
ば
間
接
資
料
だ
け
に

頼
っ
た
研
究
に
陥
り
や
す
い
。
そ
の
点
で
本
書
は

考
古
学
の
基
本
で
あ
る
実
地
踏
査
や
関
連
遺
物
の

現
物
調
査
が
、
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
改
め
て

知
ら
し
め
る
書
と
な
っ
て
い
る
。
単
に
東
北
ア
ジ

ア
地
域
に
お
け
る
考
古
学
上
の
最
新
動
向
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
海
外
考
古
学
研
究
を
志
す
後
学

に
と
っ
て
、
　
つ
の
目
標
、
指
針
と
な
る
重
要
な

文
献
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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